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情
報
ガ
イ
ド

市
　
政

募
　
集

暮
ら
す

学
ぶ
・
楽
し
む

官
公
庁
な
ど

市
民
の
イ
ベ
ン
ト

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
政
の
た
め
に

▼
狭
山
市
長
野
県
人
会
か
ら
10
万
円

子
ど
も
食
堂
の
た
め
に

▼���

(医)
陽
光
会�

木
馬
歯
科
か
ら
５
万
円

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご

協
力
を

　
８
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
、住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。統

計
調
査
員
が
対
象
世
帯
に
伺
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。調

査
の
結
果
は
、暮
ら
し
と
住
ま
い
に

関
す
る
計
画
や
施
策
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
　
総
務
課
へ
☎
２
９
３
６
︲

９
８
４
４

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
放
送

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）を
利
用
し
た
テ
ス
ト
放
送

を
行
い
ま
す
。実
際
の
災
害
と
お
間

違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。な
お
、気
象
状
況
な
ど
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
８
月
23
日
㈬
、11
時
ご
ろ

放
送
内
容
　「
こ
れ
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

茶
の
花
号
の
有
料
広
告

広
告
の
種
類
　
①
車
体
外
部
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ�

②
車
内
の
額
面

　※�

詳
細
は
、市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
交
通
防
犯
課
へ
☎
２
９
３

７
︲
６
６
４
１

の
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰
り
返
す
）

「
こ
ち
ら
は
防
災
さ
や
ま
で
す
」

問
合
せ
　
危
機
管
理
課
へ
☎
２
９
６

８
︲
６
５
２
７

市政　　暮らす　　学ぶ・楽しむ
募集　　官公庁など
市政　　暮らす　　学ぶ・楽しむ
募集　　官公庁など
市政　　暮らす　　学ぶ・楽しむ
募集　　官公庁など

情報ガイド情報ガイド情報ガイド情報ガイド
主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載
がない催しは問合せ場所が会場、「費用」の
掲載がないものは無料です
公式ホームページではさらに多くの情報を
ご覧いただけます
情報は8月2日現在
のものです

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

　
救
急
車
は
、け

が
や
急
病
で
一
刻

も
早
く
病
院
へ
搬

送
す
る
必
要
の
あ

る
、緊
急
性
が
高

い
傷
病
者
の
た
め

の
も
の
で
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
か
判
断
に
迷
う
際

は
、電
話
で「
＃
７
１
１
９
」へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。本
当
に
必
要
な
方
が
救
急

車
を
利
用
で
き
る
よ
う
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
狭
山
消
防
署
消
防
管
理
課

（
平
日
の
９
時
～
17
時
15
分
）へ
☎
２

９
５
３
︲
７
１
１
２

交
通
安
全
作
品
を
募
集

　
優
秀
作
品
は
、交
通
安
全
の
啓
発

活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

対
象
　
①
②
③
市
内

在
住
・
在
学
の
小
・
中

学
生�

④
市
内
在
住
で

８
月
１
日
現
在
、65

歳
以
上
の
方

テ
ー
マ
　「
み
ん
な
で
進
め
る
交
通

安
全
」

募
集
作
品
　
①
ス
ロ
ー
ガ
ン�

②
ポ

ス
タ
ー�

③
大
切
な
人
へ
狭
山
一
短

い
交
通
安
全
の
手
紙�

④
俳
句

募
集
期
間
　
９
月
８
日
㈮
ま
で

※�

詳
細
は
、市
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
合
せ
　
交
通
防
犯
課
へ
☎
２
９
３

７
︲
６
６
４
１

土
曜
レ
デ
ィ
ー
ス
が
ん
検
診

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
／
対
象
市
内
在
住

の
20
～
74
歳
の
女
性
で
、４
年
度
に

市
の
検
診（
妊
婦
健
康
診
査
を
含
む
）

を
受
診
し
て
い
な
い
方

乳
が
ん
検
診
／
対
象
市
内
在
住
の
40

～
74
歳
の
女
性
で
、４
年
度
に
市
の

検
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

共
通
事
項
／
日
時
①
10
月
14
日
㈯
、

９
時
～
12
時�

②
11
月
18
日
㈯
、９
時

～
12
時
　
定
員
各
60
名
　
費
用
各
１

千
円
　
※
無
料
ク
ー
ポ
ン
、無
料
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
の
方
は
無
料
　
申

込
み
期
間
①
８
月
17
日
㈭
～
９
月
21

日
㈭�

②
９
月
19
日
㈫
～
10
月
27
日
㈮

申
込
み
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
か
専
用

電
話
へ
☎
２
９
５
９
︲
１
３
１
１

問
合
せ
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
☎
２
９
５

９
︲
５
８
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
医
療

費
を
支
給

　
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

原
則
、申
請
日
か
ら
の
支
給
と
な
り

ま
す
の
で
、早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童（
18
歳
に
な
る

年
の
年
度
末
ま
で
。障
害
が
あ
る
児

童
は
20
歳
未
満
）と
そ
の
父
母
か
養

育
者
▼
父
母
が
離
婚�

▼
父
か
母
が

死
亡�

▼
父
か
母
に
一
定
の
障
害
が

あ
る�

▼
そ
の
他
の
理
由
で
父
母
と

生
計
を
別
に
し
て
い
る
　
※
所
得
制

限
あ
り

支
給
対
象
　
保
険
診
療
一
部
負
担
金

（
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
額
）

問
合
せ
　
こ
ど
も
支
援
課
へ
☎
２
９

４
１
︲
３
０
６
９

　7月14日㈮、豪雨や台風、
地震などの発生に備えて、
職員を対象に災害対応研修
会を開催しました。
　講師である㈱気象サービ
スの金子武

た け し

史氏からは「水
害リスクを高める気象現
象」、危機管理課職員からは「狭山市に影響する地震」の講
義を実施し、災害発生時に円滑な災害対応を行えるよう
職員の防災意識の向上を図りました。
問合せ　危機管理課へ☎2968‐6527

　市では、業務効率化とDX推進を目指し、対話型人工知
能であるChatGPTに代表される「生成AI」について調査
研究と活用検討を行うチームを設置しました。生成AIを
試験的に使用しながら、効果と課題を確認し、適正な活用
に向けて検討作業を進めています。
問合せ　情報政策課へ☎2936‐8674

「生成AI活用検討チーム」を設置

市職員向け災害対応研修会を開催

　市では、7月15日㈯～24
日㈪の交通事故防止運動期
間中、狭山警察署などと連
携し、商業施設での啓発品
の配布やのぼり旗の設置な
ど、交通事故に遭わないよ
う呼び掛けました。市内で
は今年に入り3名の方が交通事故で亡くなっており、交
通事故防止対策の取り組みを強化しています。
【交通事故を防ぐポイント】
◆�車両を運転する際は、対向車や歩行者など周囲の状況
をよく確認しましょう

◆�自転車の事故が増えています。一時停止を怠らず、安全
を確認してから走行しましょう

◆�歩行者は無理な車道の横断をやめましょう
問合せ　交通防犯課へ☎2937‐6641

夏の交通事故防止運動を実施

狭山市長選挙の結果
　小谷野剛氏が無投票で3度目の当選

　任期満了に伴う狭山市長
選挙が7月2日㈰に告示さ
れ、小谷野剛氏の当選が無
投票で決まりました。3期目
の任期は7月27日㈭からと
なります。
問合せ　選挙管理委員会事務局へ☎2968-6827

市の動向を、タイムリーに掲載します

題字・絵　池原�昭治氏

　7月27日より3期目の市政を担わ
せていただくこととなりました。改
めて、自分自身に課せられた責任の
重さを感じています。
　これまでの2期8年間は、多くの

方々のご理解とご協力をいただき、
市政を前に進めるために、微力なが
ら力を尽くしてまいりました。また、
約3年に及ぶコロナ禍

か

では、地域の
ために汗をかき続ける市民や事業者
の皆さんの地域愛に触れることとな
り、多くの市職員も「困難に寄り添い
課題解決を目指す」ため、たゆまない
努力を続け、乗り越えることができ
ました。多くの方々のご理解とご協
力に心から感謝を申し上げます。
　今回の市長選挙は平成10年以来
の無投票となりました。その中で市
民の皆さんが選んだものは「現状維
持を求めていない」ということだと
思います。これから変わりゆく狭山

子ども達に確かな未来を

市を確かな力でリードして欲しい、
その意思を無投票という形で示した
のではないかと考えています。
　私たちは間違いなく、時代の変化
に直面します。そのスピードは想像
を超えることでしょう。しかし、私た
ちはこの変化に決して流されるもの
ではありません。私たちが目指すべ
きはこの変化を最大限に活用してい
くことです。そして、社会全体をより
良く、前向きなものに作り替えてい
くことです。そのことこそが、子ども
達に確かな未来を残すことにつなが
ります。これからも力強く、元気な狭
山を実現すべく、全力で取り組んで
まいります。

狭山市長　小谷野�剛
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